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	大分類「地域交通課題」における「総合型」クラスタに分類される自治体は、大分類「移動需要把握」において主に「公開データ型」と「実態調査重視型」に分かれている。これは、課題を総合的に認識している自治体であっても、その需要把握手法には二つの異なるアプローチが存在することを示している。特に「実態調査重視型」は大分類「合意形成」における「ワークショップ型」と強い関連を持ち、住民参加型の計画立案を重視する自治体群の存在が見て取れる。
	一方、大分類「地域交通課題」の「基本課題型」クラスタは、大分類「移動需要把握」では「「公開データ型」、「最小データ型」、「意識調査中心型」とほぼ同程度に割り振られており、相対的に最小限のデータ取得にとどまる「最小データ型」の割合が高いことがわかる。
	大分類「合意形成」から大分類「新規公共交通導入」への流れを見ると、「ワークショップ型」と「意見交換型」は主に「実証実験型」へと接続している。これは、住民参加型の合意形成を行う自治体が新たな交通手段を導入する際に、実証実験を通じた段階的アプローチを採用する傾向が強いことを示している。
	(1)計画の記載内容の関連性
	この図より、大分類「地域交通課題」を中心に「移動需要把握」、「計画の具体性」、「事後評価」に強いエッジが多く伸びていることがわかる。「地域交通課題」に接続しているエッジが多いことからも、多くの自治体は地域交通に関する課題の認識は十分にしており、そのことが計画に記載されていることがわかる。そして、課題に対して、移動需要に関するデータにアクセスしようとしている意図が認められる。アクセスしているデータは独自に行う「アンケート調査」や「公共交通利用者数」が多い。しかし、アクセスしたデータから大分類「計画の...
	交通計画の検討をするためには、「いつ」、「どこから」、「どこへ」、「なんのために」、「何人」移動需要があるかを把握する必要があり、時間帯や目的など多くの属性のODデータが必要となる。こういった多くの属性を有するデータとして、パーソントリップ調査があげられる。
	本研究では、全国の市町村が策定した1202件の地域公共交通計画の内容を横断的に収集・分析し、以下の実態と課題を明らかにした。
	・多くの自治体は地域交通に関する課題の認識は十分にしているものの、課題から具体的施策の立案・実施に至るプロセスには断絶が生じている可能性がある。
	・特に、データの収集と活用において、計画立案者が移動需要に関するデータにアクセスしようとする意図は認められるものの、収集したデータが具体的な計画策定に効果的に活用されていない実態が示された。
	・独自アンケート調査や公共交通事業者のデータは多く利用されているが、それらが最適なルートやダイヤの設計など、計画の具体性に十分に結びついていない可能性がある。また、パーソントリップ調査についても、実施の有無と計画内容の具体性に強い関連性は見られなかった。
	本研究から得られたデータの収集と活用の限界に関する知見は、①データの空間的・時間的解像度の不足、②専門的知識を持った人材の不足、③最適化手法などの分析技術の不足、の3点から生じていると考えられる。このことは、今後の地域公共交通計画策定のプロセス改善に向けた示唆を与えるものである。特に、簡便なデータ収集・分析手法の開発や、専門的知識を持たない担当者でも活用できる計画支援ツールの整備、さらには計画の実効性を高めるための評価手法の確立が急務であると考えられる。

